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積荷の安全・確実な輸送には
正しく上手な取扱いが必要です。
ご使用前に本書を必ずお読みください。

●本書は、ペットリフト独自の装備に関し、正しい取り扱い方法のほか簡単な点

検・手入れについて説明してありますので、必ず実施してください。

●とくに

　『必読　これだけは知っておきましょう』と　はしっかりとお読みください。

●本書中の「正しい取り扱い方法」及び「日常の点検と整備」を怠りますと重大

事故につながり、機器本体の損傷や機能低下の原因になります。
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各　部　の　名　称

① 門構

② アッパードアー

③ ガススプリング

④ テーブル

⑤ 簡易ストッパー（オプション）

⑥ トーションバー

⑦ 昇降ポスト

⑧ 油圧シリンダー

⑨ シーブASSY（シリンダー）

⑩ シーブ（右）

⑪ シーブ（左）

⑫ シーブASSY（上）

⑬ ワイヤー（右）

⑭ ワイヤー（左）

⑮ シリンダー収納カバー

⑯ 点検カバー（ワイヤー）

⑰ 点検カバー（シーブ）

⑱ パワーパッケージ

⑲ 操作スイッチ（室外）

⑳ 操作スイッチ（室内）

Ａ．扉兼用式
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各　部　の　名　称

① 門構

② 観音扉

③ 蝶番

④ テーブルロック受け

⑤ テーブル

⑥ トーションバー

⑦ 昇降ポスト

⑧ 油圧シリンダー

⑨ シーブASSY（シリンダー）

⑩ シーブ（右）

⑪ シーブ（左）

⑫ シーブASSY（上）

⑬ ワイヤー（右）

⑭ ワイヤー（左）

⑮ シリンダー収納カバー

⑯ 点検カバー（ワイヤー）

⑰ 点検カバー（シーブ）

⑱ パワーパッケージ

⑲ 操作スイッチ（室外）

⑳ 操作スイッチ（室内）

Ｂ．観音扉後立掛式
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使用場所
　注意　◦不整地や傾斜地での作業は絶対にしない

で下さい。

	 リフトの故障につながるだけでなく、積

荷が不安定となり、事故の原因となるた

め、大変危険です。

　　　　　 ◦安全のため、作業中は、ヘルメット・安

全靴の着用を励行ください。

車両保持
　注意　◦平坦な場所で作業し、駐車ブレーキを確

実に作動させてください。

　　　　　 ◦タイヤは必ず車輪止めをしてから作業

を開始してください。

開閉操作
　注意　◦リフトの操作をするときは、作業範囲内

に人や障害物がないか、周辺の安全を充

分確認してから操作を行ってください。

操作者の位置
　注意　◦操作時は車後部の左側又は右側の安全な

離れた場所で操作する習慣をつけてくだ

さい。

　　　　　 ◦万一、積荷が崩れて来る場合も考えて、

操作中はテーブル上の積荷動向を充分に

注意しながら操作してください。　

　　　　　 ◦リフトテーブル上に乗って昇降作業を

しないでください。

　　　　　 ◦やむを得ずリフトテーブルに乗って作

業をする場合は、積荷の移動に注意して、

テーブルとボディー床との隙間で手足を

挟まれることのない様に安全な位置で作

業を行って下さい。

必読　これだけは知っておきましょう
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積載量
　注意　◦最大昇降荷重は必ず守ってください。
　　　　　 ◦最大昇降許容荷重は、積載位置等により異な

りますのでご注意ください。

積載位置
　注意　◦積荷はできるだけ、リフトテーブルの中央よ

り荷台側になるように載せ、荷崩れしないよ

う積んでください。

　　　　　 ◦片荷状態での昇降は絶対にしないでくださ

い。

はみ出し、落下、滑り
　注意　◦背の高い積荷の場合、昇降動作による積荷の

傾きや落下に注意して下さい。

　　　　　 ◦台車等の積荷に車輪の付いているものは自

走して落下し易くなりますので、作業時は車

輪にストッパー等を利用して落下防止措置を

行って下さい。

　　　　　 ◦丸い物、球形の転がり易い物も同様に落下防

止を施してください。

　　　　　 ◦テーブルより積荷をはみ出して積まないで下

さい。積荷を落下させたり、ボディー床との

隙間に積荷を挟んで、思わぬ事故につながる

恐れがあります。

リアドアの固定
　注意　◦作業時は必ずドアをドアストッパーで固定し

て下さい。風のあおりや　作業地の状況によ

り、不意にドアが動くことにより装置の損傷

や思わぬ事故につながる恐れがあります。

過荷重は非常に危険であるばかりでなく、能力以上の
荷重や偏荷重状態で使用した場合、装置の作動不良や
耐久性の低下、車体損傷の原因になります。

必読　これだけは知っておきましょう
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■リフトテーブルのロック確認
　　　注意
　　　　　◦ボデー内に人がいないか、荷物が固定されているかの確認をしてから

　　　　　　リフトテーブルを閉めてください。

　　　　　◦リフトテーブルのロックが確実にされていることを確認してから

　　　　　　走行してください。

　　　扉兼用式

　　　観音扉後立掛式

必読　これだけは知っておきましょう
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　注意
　　荷役作業をするときは、次の事項を守ってください。

　　誤るとリフト装置の破損や積荷の損傷をまねく恐れが有ります。

　　　● リフトはバッテリーを電源としていますので、リフトを作動させるときはバッテ

リー保護のためにもアイドリング状態でご使用下さい。

　　　● 作動中はテーブルの可動範囲内に人がいないことを確認して下さい。

　　　　 人が巻き込まれると思わぬ事故につながる恐れが有ります。

　　　● テーブルを昇降させる場合は、少し離れてテーブルの動きに注意を払いながら操

作を行って下さい。近づき過ぎるとテーブルに手足が当たり、ケガをする恐れが

有ります。

　　　　 また操作をするときは、絶対にテーブルに載って昇降操作をしないで下さい。

　　　● テーブルを下降させるとき、テーブルの接地地面の周辺に障害物が無いことを確

認して下さい。障害物があると装置を損傷させたり、積荷が落下して事故につな

がるおそれがあります。

　　　● リモコンスイッチは３０秒以上押し続けないで下さい。

　　　　 押し続けますと不要な動力を損失したり、モーター焼損の原因になります。

　　　● テーブルが上昇しきったら、リモコンスイッチから手を離してください。

　　　　 押し続けますとモーターの故障・焼損の原因になります。

　　　● リフトテーブルを開いた状態や、リフトテーブル上に積荷を載せた状態での車輌

の移動は絶対にしないでください。

　　　　 リフトテーブルの損傷やリンク機構の故障・積荷の落下事故につながり、周辺の

機器を壊したり他人に怪我を負わせる事故の原因となります。

　　　● 車輌を移動させる際はリフトテーブルを必ずロックしてください。

操　作　手　順
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■　使用するときは
　　◦サイドブレーキを必ず掛けて下さい。

　　◦エンジンを始動してください。

　　◦キャビン内にあるリフトのメインスイッチを

　　　『ＯＮ』にします。

　　◦リフトテーブルのロック解除・扉兼用式

　　　◦左右のロックを外し、テーブルを手前に倒し、開いて下さい。

　　　　　　　注意
　　　　　　　◦ロックが外しにくい時は、リモコンスイッチの『上』ボタンを

　　　　　　　　押してください。

　　　　　　　注意
　　　　　　　◦リフトテーブルを開ける時は、テーブルの重量が操作者にかかります。

　　　　　　　　御自身や周囲の安全に、ご注意ください。

　　　　　　　◦リフトテーブルを開ける時は、勢いよく開けないで下さい。

　　　　　　　　衝撃を与えますと、リフトを損傷する事があります。

　　◦ハネ上げ式扉を開きます。

操　作　手　順

リフトメインＳＷ

① ② ③

ハネ上げ式扉

テーブル
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　　◦リフトテーブルのロック解除（観音扉後立掛式）

　　　◦左右のロックを外し、テーブルを手前に倒し、開いて下さい。

　　　　　　　注意
　　　　　　　◦ロックが外しにくい時は、リモコンスイッチの『上』ボタンを

　　　　　　　　押してください。

　　　　　　　注意
　　　　　　　◦リフトテーブルを開ける時は、テーブルの重量が操作者にかかります。

　　　　　　　　御自身や周囲の安全に、ご注意ください。

　　　　　　　◦リフトテーブルを開ける時は、勢いよく開けないで下さい。

　　　　　　　　衝撃を与えますと、リフトを損傷する事があります。

　　◦観音式扉を開きます。

　　　◦リフトテーブルを下げ観音扉を左右開けて、ロックで固定します。

操　作　手　順

① ② ③

観音扉
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■　荷役作業をするときは

　　◦荷物を載せるときはテーブルの中央に載せて、

　　　出来るだけボディー側に寄せて下さい。

　　◦リモコンスイッチにて操作を行います。

　　　リモコンスイッチは、『上』を押している間は上昇し

　　　『下』を押している間は下降します。

　　　スイッチから手を離すと、その位置で停止します。

　　　リモコンスイッチは、左側リヤタイヤ後方と荷室内の

　　　左側後方の上部に設置しています。

　　　　　　注意
　　　　　◦積荷は必ず最大リフト能力以下として下さい。

　　　　　　下記の図以上の荷重では絶対に使用しないで下さい。

　　　　　◦最大リフト能力と積載量位置について

　　　　　　　SL60P・SL60PF・SL60PH

　　　　　　注意
　　　　　◦リフト操作中の作動部分には絶対に手足や体が触れないようにし、

　　　　　　周辺の安全確認も充分行ってください。

　　　　　◦手足や衣服が挟み込まれないように、

　　　　　　安全な離れた場所で操作を行ってください。

操　作　手　順
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■　格納するときは
　　◦ハネ上げ式扉又は観音扉を閉めます。

　　◦リフトテーブルをリモコンスイッチで床面まで上昇させます。

　　◦リフトテーブルを手動にて閉めてください。

　　◦リフトテーブルの左右のロックを確実に掛けてください。

　　◦キャビン内のメインスイッチを『ＯＦＦ』にします。

　　　　　注意
　　　　荷役作業が終了したら必ずメインスイッチを『ＯＦＦ』にして下さい。

　　　　メインスイッチが『ＯＮ』にしたままだと、誤ってリモコンスイッチを押してしまっ

　　　　た場合に、不意にテーブルが動き出して思わぬ事故の原因につながるおそれがあり

　　　　ます。

　　　　走行前にテーブルが格納され、確実にロックされていることを確認して下さい。

　　　　ロックされていないと走行中にテーブルが開いて、テーブルや機構の破損及び周辺

　　　　の器物を壊したり、他人にケガを負わせる事故の原因となります。

操　作　手　順
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自動起立装置付（オプション）の場合
　　リフトテーブルの開き方（リフト使用時）

　　◦テーブルロックを解除してください。

　　◦リモコンスイッチの『下』を押してテーブルを地面まで降ろしてください。

　　　　注意
　　　　　この時、絶対にテーブルの後ろには立たないでください。

　　◦テーブルが地面まで降りたら、切替レバーを『荷役』に切り替えてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　警告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切替レバーは確実に切り替えてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中途半端な位置で使用しますとテーブルを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　破損する恐れがあります。

リフトテーブルの閉じ方
　　◦テーブルを地面まで降ろしてください。

　　◦テーブルが地面まで降りたら、、切替レバーを『開閉』に切り替えてください。

　　◦リモコンスイッチの『上』を押してテーブルを起立させます。

　　◦テーブルが閉りきるとモーター音が変わります。

　　　速やかにリモコン操作を止めてください。

　　　　注意
　　　　　リモコンスイッチを押し続けますとモーター焼損の原因になります。

　　◦テーブルを確実にロックしてください。

操　作　手　順
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点　検　項　目 点 　 検 　 内 　 容

■日常の点検

使用前点検
使用する前には、必ず空荷で操作を行い、正常に機能す
るかどうかをお確かめ下さい。

洗車の際のご注意

洗車する際には、モーター、スイッチ、ソレノイドリレー
など電気関係部品に直接水を掛けない様に御注意して下
さい。
特に圧力のある水を吹き付けますと絶縁不良を起こした
り、故障の原因になることがあります。

滑動部分の汚れについて

滑動部分の汚れの有無

特にシリンダーピストンロッド部に傷をつけたり泥等の
汚れがついたままでの使用は、内部シート・パッキンな
どを傷付け、油漏れの原因となりますのでご注意下さい。

細部点検項目

◦各締め付け部品の緩み・破損・脱落

◦配線端子の汚れ・緩み・破損・脱落

◦リモコンスイッチの破損及び配線コードの被覆の破れ

◦油の漏れ・にじみの確認

◦油量の確認（テーブルを接地させた状態での確認）

◦操作スイッチによる機能の確認

◦安全バー機能の確認（オプション）

◦キャスターストッパー機能の確認（オプション）

　　　注意
　　◦点検作業を行う時はリフト装置及び電気回路等の万一の誤作動に対して充分

　　　注意してください。

　　◦リモコンスイッチの破損や配線コードの被覆の破れがあるとショートによる

　　　車両火災が発生する恐れがあります。

日常の点検と整備
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■ワイヤーの点検・交換
　　　警告
　　　リフトテーブルはワイヤーで支えられています。ワイヤーが切断すると重大事故につ

　　　ながります

　　　始業前には、空荷で数回昇降させて異常がないか確認してください。

　　　また、テーブルを途中まで上昇させて停止したとき、左右方向に傾きが

　　　生じていないか点検して下さい。

　　　◦１週間に１度ワイヤーに給脂して下さい。

　　　◦３ヶ月毎にワイヤーの摩耗や損傷の有無を確認し、異常がある時は使用を中止して

　　　　すみやかにワイヤーを交換して下さい。

　　　　ワイヤーの点検は、テーブルを下げきった状態で行なって下さい。

　　　◦ワイヤーの交換基準は最長２年間を限度としています。

　　　　リフトの昇降回数が 20 回／日を目安としていますが、使用頻度が高い場合は別表

　　　　の「昇降回数とワイヤー交換時期」に従い交換して下さい。

　　　　◦ワイヤーの損傷

　　　　・昇降回数とワイヤー交換時期

日常の点検と整備
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■ワイヤーの点検
　　◦ワイヤーの点検は、Ａ．Ｂ．Ｃの点検穴により行います。

　　◦テーブル上昇・下降に伴いワイヤーも移動します。図の黒印部分はシーブと接触する

　　　部分であり、それぞれ点検穴Ａ．Ｂ．Ｃにより点検することができます。

　　　①の部分は、点検穴Ａよりテーブルを上昇下降させると見ることができます。

　　　②の部分は、点検穴Ｂよりテーブルを下降させると見ることができます。

　　　③、④（左ワイヤー）、⑤・⑥・⑦（右ワイヤー）は、点検部Ｃより見ることができます。

日常の点検と整備
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■ワイヤーの点検・シーブの点検

　　◦ワイヤー点検蓋を取外し、テーブルを上昇・下降させ、ワイヤーに異常がにないか点

　　　検して下さい。

　　◦上下シーブ点検蓋を取外し、テーブルを上昇・下降させ、ワイヤー及びシーブに異常

　　　がないか点検して下さい。

日常の点検と整備
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■ワイヤーの点検

　　◦シリンダー部点検カバーを取外し、テーブルを上昇・下降させ、

　　　ワイヤーに異常がないか点検して下さい。

　　　以上の点検でワイヤーに異常が見られた場合は使用を中止し、

　　　すみやかにワイヤーを交換してください。

日常の点検と整備

■ワイヤー取付要領図
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■作動油の交換

　　油量の不足・油の汚れはリフトの自然落下・オイル漏れ・油圧装置等の損傷の原因と

　　なりますので、下記事項をご注意下さい。

　　　◦作動油の交換は、購入後３ヶ月、それ以降は６ヶ月に１回行って下さい。

　　　◦注油の際には、150 メッシュ以上のフィルターを通した清浄な油を使用して下さい。

　　　◦作動油を注入後は、テーブルの上昇・下降を繰り返して回路内のエア抜きをして下

　　　　さい。

　　　◦作動油は、下表のものを使用して下さい。

　　　注意 作動油について

　　　　油不足や油の汚れは、リフトの自然降下・オイルの漏れ・油圧装置の損傷などの

　　　　原因となりますので、下記の事項に御注意下さい。

　　　　－日常点検－
　　　　　◦テーブルを接地させたときに、オイルタンク部のレベルゲージより

　　　　　　油量を確認して、不足の場合はオイルを補充して下さい。

　　　　－定期点検－
　　　　　◦購入後３ヶ月目、それ以降は６ヶ月に１回のオイル交換をして下さい。

　　　　　◦使用頻度が多く汚れが著しかったり、粘度が異常に変化した場合は

　　　　　　随時オイル交換をして下さい。

日常の点検と整備

コ ス モ 石 油 コスモハイドロ　HV22

新 日 本 石 油 ハイランドワイド　22

出 光 興 産 ダフニースーパーハイドロ　WR22

昭 和 シ ェ ル 石 油 テラスオイル T22・テラスオイル KT22

その他の物を御使用の場合、性能的に充分注意し同等の物を御使用下さい。
注）オイルの種類によっては、リフトの性能に支障をきたします。
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■グリースアップ
　　　リフトの機能・性能を確保し安全に御使用いただくため、グリースアップは

　　　必ず行ってください。

　　　警告
　　　◦グリースアップを行わないとスムーズに作動しない、異音が出る、軸が摩耗しテー

　　　　ブルが床面まで上がらなくなる、軸が焼付いてしまう等、リフト本外の寿命を縮め

　　　　てしまうばかりか怪我や事故につながる恐れがあります。

　　　◦下図に示す４ヶ所にグリースニップルがあります。

　　　　３ヶ月に１回グリースガン等を使用して新しいグリースが出てくるまで十分に給脂

　　　　を行ってください。

　　　◦グリースはリチウムグリース・１（もしくは２）を使用してください。

　　　　（カルシウムグリースは耐熱温度が 60 度までですので使用しないで下さい）

日常の点検と整備
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故障かな？…と思ったら

まず電話の前にトラブルチェックに従って点検してください。

トラブルチェック

①

②

③

④

⑤

⑥

操作スイッチを押しても昇降しない

上昇したが下降しない

下降するが上昇しない

上昇速度が遅い　力がない　下降速度は正常

下降速度が遅いまたは早い　上昇速度は正常

自然落下がいちじるしい
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スイッチを入れる

ヒューズ交換

完全に接続する

完全に接続する

完全に接続する

完全に接続する

完全に接続する

エンジンキーが ON になっているか

ヒューズが切れていないか

バッテリーターミナルの接続は完全か

アースは完全か

操作スイッチの接続は完全か

ソレノイドバルブの作動音はするか

ソレノイドターミナルの接続は完全か

操作スイッチの接続は完全か

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

キースイッチ、操作スイッチの故障　　　　修理または交換

配線の断線　　　　　　　　　　　　　　　修理または交換

パワーパッケージの故障　　　　　　　　　修理または交換

ソレノイドバルブの調整不良　　　　　　　調整

ソレノイドバルブの故障　　　　　　　　　修理または交換

NO

トラブルチェック

①

②

操作スイッチを押しても昇降しない

上昇したが下降しない
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修理または交換

リレーのターミナルの接続は完全か

操作スイッチは正常か

リレーの作動音はするか

NO

NO

YES

YES

YES YES

リレー故障

修理または交換
完全に接続する

完全に接続する

完全に接続する

完全に接続する

補充

バッテリーターミナルの接続は完全か

モーターターミナルの接続は完全か

モーターは回るか

油量は正常か

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

シリンダーの故障　　　　 調整、修理または交換

ポンプの故障　　　　　　 調整、修理または交換

安全弁の故障　　　　　　 調整、修理または交換

トラブルチェック

③ 下降するが上昇しない
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④

⑤

⑥

上昇速度が遅い　力がない　下降速度は正常

下降速度が遅いまたは早い　上昇速度は正常

自然落下がいちじるしい

修理または交換

完全に接続する

完全に接続する

充電または交換

修理

補充

修理または交換

修理

ゴミの除去

操作スイッチは正常か

バッテリーターミナルの接続は完全か

モーターターミナルの接続は完全か

バッテリーの電圧は正常か

油圧配管は正常か（油漏れ）

油量は正常か

シリンダーの油漏れはないか

配管に油漏れはないか

パワーパッケージチェックバルブのごみつまり

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

シリンダーまたはパワーパッケージの故障　　　　　　調整、修理または交換　

パワーパッケージまたはシリンダーの故障　　　　　　修理または交換　　　

ソレノイドバルブの調整

トラブルチェック
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配　　管　　図

① 昇降シリンダー

② パワーユニット

　ａ．ソレノイドリターンバルブ

　ｂ．ポンプ

　ｃ．モーター

　ｄ．リリーフバルブ

　ｅ．マグネットスイッチ

　（注）赤線は配管

③ 操作スイッチ

④ 操作スイッチ

⑤ ヒューズ

⑥ リフト電源スイッチ
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リヤ門構 変形・亀裂・損傷

変形・亀裂・損傷

回転部の摩耗・変形

回転部・軸受部の給油

変形・損傷

変形・損傷

変形・亀裂・損傷

変形・亀裂・損傷

回転部の給油

機能

スイッチ・コードの損傷

接触不良、端子の緩み

機能、異常（異音、ガタなど）の有無

変形・亀裂・損傷

油漏れ

ロッド部分の傷

軸受部の摩耗

油漏れ

配管・継手類の損傷・緩み

機能

オイル量・汚れの確認

オイル交換（初回は３ヶ月、以降は６ヶ月）

接触不良・端子の緩み

素線切れ・腐食・摩耗・直径の減少・形くずれ

給油

溝の摩耗・軸の損傷・取付状態

給油

○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

リフトテーブル

テーブルロック装置

トーションバー

ランプ板（オプション）

キャスターストッパー

（オプション）

リモコンスイッチ

昇降機能

昇降ポスト

昇降シリンダ

油圧機器・配管

パワーユニット

ワイヤー

シーブ

点　検　項　目 点　検　内　容
点  検  時  期

始業前 ３ヶ月 ６ヶ月 １年

定　期　点　検　表



３年

３年（メーカー推奨）

３年（メーカー推奨）

３年（メーカー推奨）

３年（メーカー推奨）

３年（メーカー推奨）

２年

２年

購入後３ヶ月、それ以降は６ヶ月毎
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　　定期交換部品
　　　架装物の機能・性能を確保し、安全にご使用していただくために、下記の部品は定期

　　　的に交換をお願いします。（保証期間ではありません。）

部　品　名　称

油圧ホース

パワーユニット・ＤＣモーター

パワーユニット・マグネットスイッチ

パワーユニット・リモコンソレノイド

押しボタンスイッチ

メインスイッチ

油圧シリンダー

ワイヤー、シーブ及びシーブ軸

作動油

交　換　時　期

　　消耗部品
　　　下記の部品は使用頻度や、経年変化等により、消耗・劣化する部品です。点検時に摩

　　　耗や損傷状態を見て交換して下さい。

部　　品　　名　　称

部　品　名　称 保　証　期　間

・ヒューズ
・作動油
・グリース
・ワイヤー
・シリンダーパッキン

パワーパッケージ

油圧シリンダー

各スイッチ類

ゴム製品

・コーションプレート
・電球
・ドアーパッキン

６ヶ月

　　特定保証部品（一般保証期間と異なります。）

定期交換部品・消耗部品
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■部品のご注文
　　部品注文はボデー№と当部品名リストの

　　品名でご連絡下さい。

　　当車輌には架装部分の仕様を示すためボデー№は

　　ボデーサイドの前方下部に張り付けてあります。

　　　注意
　　　日常点検、定期点検、及び損傷部品の交換を行わないと、機能の停止や思わぬ事故を

　　　起す危険があります。

　　　リフトの特徴をご承知頂き必ず実施して下さい。

　　　・定期点検や修理は当該リフターを販売致しました販売店のサービス工場、弊社指定

　　　　サービス工場及び弊社の各営業所へお申し付け下さい。

　　　・保証の内容は弊社で定めた範囲で実施致します。

　　　・保証の適用除外

　　　　塗装・メッキ・錆・塩害・酸性雨・音・振動・オイルのにじみ

　　　・補償されないもの

　　　　休業補償・商業補償・レンタカー代・交通費・陸送費・通信費

定期交換部品・消耗部品



●仕様・構造等の変更により本書の内容が現車と一致しない場合がありますのでご了承ください。



取扱説明書は車のなかに必ず保管して下さい

●インターネットホームページ　  http : www.kitamurass.co.jp

本社・工場／〒950-0322 新潟市江南区両川１丁目３６０４番地12
☎ 025（280）7111　　025（280）7110

The head office and the factory;1-3064-12Ryokawa.Niigata-shi. 950-0322
東　　　京／〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2-3-13

☎ 03（3518）8889　　03（5281）1020
Tokyo office;2-3-13 kanda ogawacyo chiyoda-ku.Tokyo. 101-0052

大　阪
名古屋
札　幌
仙　台
新　潟
金　沢

☎ 06（6305）7174　　06（6305）1340
☎ 052（915）3700　　052（915）3750
☎ 011（862）4708　　011（864）6933
☎ 022（771）7321　　022（771）7320
☎ 025（280）7111　　025（280）7110
☎ 076（298）3375　　076（298）3450

2012-1　　500


